
令和5年度石川県専門的看護実践力研修事業
【認知症看護】実施報告

認知症に関する基礎知識や看護に必要なアセスメントと援助技術について、認知症患者とのコミュニケーション方法

及び療養環境の調整方法、せん妄の予防と対応方法、倫理的課題と意思決定支援などの内容を集合研修で行いました。

研修後に認知症患者さんとの接し方の意識が変わった、実践に活かせるという意見が多く聞かれました。

※この研修は「認知症ケア加算2および3」の施設基準に対応する研修会となります。

詳しい研修プログラムはこちら →

受講者の声

今まで、これで合っているのかな？
と正解がわかならないながらも行っ
ていた認知症の人との関わりは、間
違いではなかったんだと安心するこ
とができました。
今まで無意識に行っていたことがあ
るので、意識的に関わることでより
アセスメント力を磨けるようにして
いきたいと思います。

すべてとても印象に残る講義でした。
事例を用いた講義は、いろんな場面
から認知症を理解することができま
した。
疾患の基礎知識や薬剤の種類、選択
方法について学ぶことができ、今ま
で理解できていなかったことに気づ
きました。

今まで、学生指導や新人教育の際に
患者の立場を考えてと指導していま
したが、今回認知症の方の世界観を
勉強し、不足している見方・考え方
があることに気づきました。
研修で学んだ学びを実践に生かして
いきたいと思います。

発信元 ： 石川県健康福祉部 医療対策課 管理・看護グループ 〒920-8580 石川県金沢市鞍月１丁目１番地 ℡076-225-1431

【認知症看護】の分野における研修が
11月14日～11月20日の5日間

石川県立こころの病院で開催されました。

https://ishikawa-nursenavi.com/media/files/training-report01/program-kokoro-r5.pdf
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